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研究成果の概要（和文）：翻訳を取り入れた外国語教育を提唱する導入する意義と妥当性を検証することを目的とした
。大学生からデータを収集してコーパスを構築し、その翻訳能力の発達過程を探ることで、学習者が作成した英文の自
動評価法を構築した。これにより、学習者の言語知識や言語運用における問題点の検出が可能となった。また、機械翻
訳システムが英語学習者の英文読解に与える影響を分析した結果、機械翻訳システムの使用が、学習者にとって有益で
あることが明らかになった。さらに、翻訳データを分析することで、日本人学習者にどのようなタイプのミスが多いの
かを統計的に明示できる可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the validity and the meaning of introducing 
translation into English education in Japan. By analyzing a learner corpus consisting of translation from 
English to Japanese made by university students, some possibilities to use translation in English 
education were revealed.
That is, EFL learners were able to read and translate more English sentences more quickly when 
machine-translated annotations were provided, in spite of the fact that the learners needed to read more 
text when Japanese annotations were provided than when only English sentences were provided. Moreover, by 
analysing the translation data word by word, certain words or grammatical items were shown to be 
incorrect at a high rate. Though this study is still in progress, this fact ensures that evaluating the 
corpus data can statistically reveal what part of English is hard for EFL learners to understand. This 
kind of analysis should be useful in developing materials for remedial education.

研究分野：英語教育
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１．研究開始当初の背景 
(1) 社会の国際化が進み、国際的に活動でき
る人材育成が重要視されるなど、英語教育の
効率化が外国語教育研究の重要な課題とな
っている。英語教育の現場では、従来の文法
訳読式から、会話・音声中心のより実践的な
英語の習得を目指すコミュニカティブ・アプ
ローチが主流となり、「聞く」「話す」面では
一定の成果を上げている（Kurahachi 1995, 池
田 2010）。また、通訳者の基礎訓練法である
シャドーイングやサイト・トランスレーショ
ン（サイトラ）、クイック・レスポンスとい
った方法は、有益な英語学習法として一定の
地位を築いている。その一方で、特に非西洋
諸国では「読む」「書く」力をつけるために
外国語教育に翻訳を用いる効用が示唆され
るようになってきた（Cook 2010）。日本でも
翻訳関連科目が導入されつつあるが、日本の
大学・大学院における翻訳教育の実態につい
てはほとんど研究されていない（水野・長沼
他 2008）。 
 
(2) 2000 年以降、翻訳関連科目を導入する大
学が増え始め、その教授法と効果を検証する
必要性が高まってきた。また、「翻訳理論は
欧米の受け売りがほとんどで、日本の事情に
合わないものを無理やり理屈づけることが
多」く（柴田 2012）、翻訳研究自体が日本で
はあまり盛んに行われていない。 
 
(3) 外国語教育研究において、学習者コーパ
スと呼ばれる学習者の言語使用データを基
に、学習者の発達過程を機能的に検証する手
法が発展してきている。コーパスは自然に生
じる大量のデータを収集・分析することがで
きるため、その分析結果には信頼性があり、
翻訳能力の習得において有益であることが
示唆されている（kübler 2011）。さらに、学習
者の言語使用の様子を詳細に示すデータが
付与され、より緻密な検証が可能となった。
こうした学習者コーパスによる分析結果は、
英語教授法の開発に有用であるとされてい
る（kübler 2011）。 
 
(4) これまでは、ある表現の使用が当該言語
において適正かどうかは、教師の経験や直感
に基づいて主観的に判断されていたため、教
師が実際に評価をする必要があった。しかし、
コーパスに基づいて構築された自動評価を
使用することにより、教師の評価作業の一部
を代替するなどの支援ができるようになる。
また、全体的に学習者の間違いがどの箇所に
集中しているかがわかるため、効率的かつ有
益な教授が可能になる。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、日本人英語学習者（以下、
学習者）に関する学習者コーパス研究を調査
し、翻訳能力に基づく学習者の発達過程の調

査に必要な言語データ（以下、学習者コーパ
ス）を収集することである。具体的には以下
の４点に集約される。 
(1) 既存の外国語教授法、特に、翻訳を取り
入れた教授法の効果と問題点を調査する。 
(2) 既存の学習者コーパスを調査し、本研究
の学習者コーパスの収集法を精査する。 
(3) 学習者の翻訳過程やその結果をデータ収
集し、翻訳学習者コーパスを構築する。 
(4) コーパスデータが適正に学習者の英語運
用能力を反映しているかを調査し、翻訳学習
者コーパスの検証を行う。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 英語教授法研究と学習者コーパス研究を
背景に、学習者の翻訳能力の発達過程を検証
する。 
 
(2) 学習者の翻訳能力がどのような発達過程
をたどるのかを検証するために、翻訳学習者
コーパスを構築する。安田他 (2009）など、
既存の翻訳学習者コーパスを対象に、本研究
が構築すべき学習者コーパスに必要なデー
タの特徴を定める。 
 
(3)翻訳を取り入れた外国語教育を提唱する
先行研究（House (1986), Nord (1997), Kiraly 
(2000), Davies (2004), Hatim and Mundy (2004), 
Pym (2010)など）から、翻訳を取り入れた外
国語教授法の効果と問題点を探るとともに、
それを言語・文化ともに欧米とは大きく異な
る日本の英語教育に導入する意義と妥当性
を検証する。 
 
(4)申請者が所属する研究機関の外国語担当
教員を中心にヒアリングを行い、本研究に関
連する情報、特に外国語教授法の効果に関す
る情報を収集する。 
 
(5) Kotani, Yoshimi & Uchida (2013), Maher, 
Waller & Kerans (2008), Pearson (2003)など、英
語教育関連のコーパス研究を検討してその
有用性と問題点を整理し、学習者コーパスを
構築する。 
 
(6)翻訳ソフトによる翻訳文の品質自動測定
法に関して調査・研究を行っているアジア太
平洋機械翻訳協会、機械翻訳課題調査委員会
（長瀬友樹委員長、（株）富士通研究所）に
所属する研究協力者の小谷克則（関西外国語
大学）から、本研究に関連する情報、特に機
械翻訳の評価に関する情報を収集する。 
 
(7) 応用言語学の観点を取り入れ、英日翻訳
に適用する有効性や妥当性を検証する。具体
的には、Halverson (2003, 2010)の認知言語学、
Bell (1991)の心理言語学、Catford (1965), Toury 
(1980)の機能言語学のアプローチを考察する。 
 



(8) 学習者の翻訳作業から、以下の項目のデ
ータを集める。 
①翻訳文 ②翻訳時間 ③翻訳精度の主観評
価 ④翻訳精度の評価結果（教員による評価） 
⑤学習者情報（学習期間、留学経験、日常の
英語運用の程度、TOEFL のスコア、パソコ
ンの学習歴、留学歴など） 
 
(9)100 名程度の大学生からデータを収集し
てコーパスを構築し、その翻訳能力の発達過
程を探る。また、その結果が英語運用能力を
反映しているかを見極め、日本の外国語教育
に有益な教授法として、トランスレーショ
ン・アプローチを提示する。 
 
(10) 国内外の関連学会や研究会で成果発表
を行い、様々な分野の専門家からの助言、批
判等を研究に反映させる。 
 
 
４．研究成果 
(1) 学習者が作成した英文の自動評価法を構
築した(Kotani, Yoshimi & Uchida 2013)。この
評価法では、学習者が作成した英文の言語的
適正さに加え、学習者自身の主観評価と作成
時間も評価の対象となるため、学習者の習熟
度に応じた評価かが行えるだけでなく、学習
者の言語知識や言語運用における問題点の
検出が可能となる。 
 この研究結果は、2013年 11月 18−20日に、
スペインで開かれた International Conference 
of Education, Research and Innovation (ICERI).
で発表を行った。 
 
 (2) Kotani, Yoshimi & Uchida (2014)で、機械
翻訳システムが英語学習者の英文読解にど
のような影響を及ぼすかを分析した。機械翻
訳システムの使用は精度の点で批判的な意
見が多いが、学習者にとっては有益であるこ
とが、コーパス分析の結果、明らかになって
いる。 
 本研究の結果は、2014年 5月 22−24日に巣
スペインのカナリア諸島で開催された 6th 
International Conference on Corpus Linguistics 
で、学会発表を行っている。 
 
(3)英語学習者による英日翻訳データを収録
した学習者翻訳コーパスを作成し、学習者の
翻訳データを分析することで、日本人学習者
にどのようなタイプのミスが多いのかを統
計的に明示できる可能性を示した（Kotani & 
Uchida 2014）。収録された英日翻訳データに
対して人手による評価結果を付与するため
に、英語原文を句レベルに解析し、日本語翻
訳文との対応付けの自動化を検討した。大規
模なコーパスで日本人大学生の誤訳分析を
することで、リメディアル教材の開発に非常
に有益であると考えられる。 
 
(4) 学習者翻訳コーパスの作成・活用に必要

な要素技術の動向調査を行った。また、アジ
ア太平洋機械翻訳協会を通じて、翻訳コーパ
スのフォーマット、コーパスデータに基づく
自動翻訳評価システムを調査、検討した。自
動評価システムに関する調査、検討は、The 
28th Pacific Asian Conference on Language, 
Information and Computing や Multiple 
Approaches Xmultilingual Frame Semantics 
Wordnet Generative (MAPLEX) 2015といった
学会などを通じてもおこなっている。 
 
(4) 学習者翻訳コーパスを作成し、評価デー
タの付与作業を行った。本コーパスには、約
100 名の英語学習者による約 100 文の英日翻
訳データが収録されている。収録された英日
翻訳データに対して人手による評価結果を
付与するために、英語原文を句レベルに解析
し、日本語翻訳文との対応付けの自動化を検
討した。その結果、英語原文と日本語翻訳文
それぞれの自動解析は高精度であったが、対
応付けは一定の精度が得られなかった。対応
付けが困難な要因を調査した結果、日本語母
語話者であっても日本語としては非文法的
な文を生成していることが一つの要因とし
て判明した。そのため、人手による対応付け
作業に切り替えた。その結果、評価作業が終
了に至らず、現在も評価作業を続行中である。 
 
(5) 今後は、翻訳の英語学習への促進効果と
効率化を客観的、定量的に検証する基盤とし
て、大規模な学習者翻訳コーパスを構築し、
国内の大学における翻訳の授業の効果と問
題点を翻訳研究として検証する。たとえば、
コーパスに基づいて構築された自動評価を
使用することにより、教師の評価作業の一部
を代替するなどの支援ができるようになる。
また、本研究の学習者話し言葉コーパスに基
づき、翻訳による英語学習への有用性を検証
する手法を確立したい。 
 
(6) 第二言語習得過程における母語による影
響を、定量的に調査する手法を確立したい。
国際的に活動できる人材育成の一環として、
英語教育の効率化を図るべく、外国語教授法
の効果を明らかにすること、また、学習者の
翻訳活動の過程とその結果をデータベース
として、第二言語習得過程における母語によ
る影響を、定量的に調査するためである。 
 
(7) 日本における翻訳事情として、国内の大
学で翻訳の学士が出せないことがたびたび
問題となる。専門的な翻訳の勉強をするには、
日本では現在のところ、専門学校に通うしか
道がない。将来的には大学英語教育にとどま
らず、広く翻訳学位の整備など、翻訳教育、
そして翻訳研究への貢献を企図したい。 
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名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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